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　地方大学にあって、私達の研究を世界に向けて発信する。それには、研究テーマと学生のモチベーションの高
さが大切です。私は年度初め、研究テーマの意義と世界の中での位置づけを学生に説明します。そして、時間の
許す限り毎日実験室に足を運び、学生一人一人と少しでもディスカッションするよう努めています。私のモット
ーは、「焦らず弛まず」と「Chance�favors�the�prepared�mind.」です。失敗を繰り返しても地道に研究を続ける
中で、知識や経験を積み鋭い洞察力が身に付き、「想定外の結果」に直面したときに原石を宝石に変えるチャン
スが生まれます。また、私は学生全員に年度末の日本化学会春季年会で発表するよう励ましています。「井の中
の蛙、大海を知る」、学会発表後の学生たちは目を輝かせて研究に取り組むようになります。

　私の専門分野は、有機化学です。既知の反応を駆使したり新反応を開発して、分子（物質）を生み出す学問で
す。中でも、分子の自己集合（自己組織化）とその機能を調べる超分子化学と、パイ電子の豊富な新規化合物の
合成とその性質を調べる有機パイ電子系の化学を基軸として、有機機能ナノ科
学を探究しています。研究のキーワードは、分子集合性ナノ空間、分子配列制御、
パイ共役拡張分子、分子素子です。
　新しい概念を考えて分子や超分子をデザインし、合成・分子自己集合して機
能を賦与し、ボトムアップ型のナノサイエンスの発展に貢献したいと思います。
具体的には、以下の研究を行っています。
［超分子化学］
⑴ 分子間相互作用に基づく(光応答性)分子集合カプセルの構築
⑵ 水素結合に基づくカラム状積層集合体の構築と機能探索
［有機パイ電子系化学］
⑶ 平面性大環状パイ共役拡張分子の開発と分子集合性・機能探索
⑷ 光アップコンバージョンを指向した発光体の開発
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